
 

 

［成果情報名］東北地域におけるフェストロリウム品種「東北 1 号」の最適刈取り体系 

［要約］フェストロリウム品種「東北１号」の最適刈取り体系は１番草を出穂始めに、２番

草を梅雨明け後に、３番草を 10 月上旬に刈取る体系である。この体系での年間 TDN 収量

は約１t/10a で、３年程度は利用可能である。 

［キーワード］最適刈取り体系、TDN 収量、「東北 1 号」、フェストロリウム 

［担当］自給飼料生産利用・寒冷地飼料生産 

［代表連絡先］電話 019-643-3562  

［研究所名］東北農業研究センター・畜産飼料作研究領域 

［分類］普及成果情報 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

 「東北１号」は国内初のフェストロリウム育成品種であり、東北地域において増加して

いる排水不良な耕作放棄水田跡地への導入が期待される耐湿性の強い牧草である。しかし

導入にあたっては牧草の栄養価に加え、年間を通した刈取り時期・間隔を明らかにし、最

大栄養収量を得るための栽培利用体系を提示する必要がある。そこで最大栄養収量を得る

ための「東北 1 号」の最適刈取り体系および、そこから得られた飼料の栄養価を明らかに

する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．年間乾物収量の約 50％を占める１番草サイレージの TDN 含量は 0.6 ポイント/日の割

合で低下するが、穂揃い期までは約 60％の高水準を維持する。また、発酵品質はいずれ

の刈取り時期においても V-スコアが 95 点以上で良好である（図１上）。１番草サイレ

ージの TDN 収量は穂ばらみ期を除いて 0.6t／10a 以上で、出穂始め期以降、大きな変化

はない（図１下）。以上のことから、1 番草の刈取り適期は出穂始め期～穂揃い期であ

る。 

 

２．２番草の刈取り時期は、再生草や年間の TDN 収量に影響しない（図２）。したがって、

２番草は収穫調製の作業性を考慮し、天候不順な梅雨を避け、梅雨明け後（盛岡では７

月下旬頃）の刈取りが妥当である。  

 

３．利用３年目の年間 TDN 収量については、１番草を出穂始め期で刈り取った方が３年目

の収量低下が少なく、多収である（図３）。 

 

４．以上のことから、フェストロリウム「東北 1 号」は１番草を出穂始め期に、２番草を

東北地域の梅雨明け後（盛岡では７月下旬頃）に、３番草を収穫の晩限をめど（盛岡で

は 10 月上旬）に刈取る体系が最適である。この体系で刈取れば、利用３年目までは TDN

含量が約 60％の粗飼料を TDN 収量で年間約１t／10a 生産することができる（表１）。 

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：畜産農家、飼料作生産者 

２．普及予定地域・普及予定面積：北東北の中標高（概ね 700m）以下、南東北の太平洋側

および中標高地域、関東東山地域の中高標高地の転作田や飼料畑。普及予定面積は、東

北地域の耕作放棄地・転作田約 19 万 ha の１％（1900ha）と飼料畑・草地約 400ha、関東

東海地域で 200ha、計 2500ha。  

３．その他：「東北１号」の種子販売は平成 25 年度予定 

 排水不良な耕作放棄水田での実証試験では、利用１年目の実乾物収量が 1.3t／10a であ

った。  
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［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ＊ TDN 収量の算出に用いた TDN 含量は利用１年目の１番草のみ実測値、その他は推定式   

   (TDN=54.2+0.287*(OCC+Oa)-0.183*Ob)を用いて推定． 

                                （嶝野英子） 

［その他］ 

中課題名：寒冷地の土地資源を活用した自給飼料の省力・省資源・生産利用技術の開発 

中課題番号：120c2 

予算区分：交付金 

研究期間：2006～2009 年度 

研究担当者：嶝野英子、魚住 順、金子 真、出口 新 

発表論文等：嶝野ら（2012）日本草地学会誌 58: 16-22 

＊  

図２．２番草の刈取り時期が TDN 収量＊

に及ぼす影響． 

（利用１年目・出穂始め期刈りデータ抜粋） 

 同一符号間に有意差無し(P<0.05)．  
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図３．年間 TDN 収量＊の経年変化． 

同一刈取り期内の異符号間に有意差有り(P<0.05)． 

誤差線は標準偏差を示す． 
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１番草はいずれも出穂始め期（５/２８）刈り

表１．最適刈取り体系１における収量 

および TDN 含量（３年間の平均値）． 

1番草 2番草 3番草 年間
２

 乾物収量 (t/10a) 0.92 0.49 0.35 1.75

 TDN 含量(%DM) 61.2 54.0 60.2 58.5

 TDN収量 (t/10a) 0.56 0.26 0.21 1.04
1１番草を出穂始め、２番草を8/1、３番草を10/1に刈取り．
２TDN含量の年間値については各番草の平均値．

図１．１番草の TDN 収量および TDN 含量

に及ぼす刈取り日の影響． （利用１年目） 

同一項目内の異符号間に有意差有り(P<0.05)．  

誤差線は標準偏差を示す．  


